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Oracle Database Innovation 革新し続ける、
クラウドに最適化されたデータベース
～ データベースクラウドを支える最新テクノロジの全貌～

統合データベース環境の運用に最適なテクノロジ
～マルチテナント・アーキテクチャと
Zero Data Loss Recovery Appliance ～



以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するも
のです。また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも
組み込むことはできません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提
供することをコミットメント（確約）するものではないため、購買決定を行う際
の判断材料になさらないで下さい。オラクル製品に関して記載されている機
能の開発、リリースおよび時期については、弊社の裁量により決定されま
す。

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
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本日お伝えしたいこと

•マルチテナントアーキテクチャ を利用することで、分散したデー
タベースをまとめ、データベースの運用管理にかかるコストを削減できる

•統合しきれないデータベースについても、

Zero Data Loss Recovery Appliance によって、多くのデータベー
スのバックアップ運用を1つにまとめることができ、より簡単で高度なもの
にできる

3



Copyright © 2015 Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

目次

1

2

3

課題

マルチテナント・アーキテクチャによるDB統合

Zero Data Loss Recovery Applianceによるバックアップ統合

まとめ

4

4



Copyright © 2015 Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

37%  50+ 
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どれだけのデータベースを管理しているか
1人のデータベース管理者が抱えるデータベースの数 (Backup取得対象DBの数)

6

出展：UNISPHERE RESEARCH社「Oracle Database and Data Protection Survey」
http://www.dbta.com/DBTA-Downloads/ResearchReports/Oracle-Database-and-Data-Protection-Survey-Results-4331.aspx
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• IT資産・プロファイル

– Oracle Database が企業内の資産の
半分以上を占め、増加している

– データベース・スタックの種類が数百

– ストレージが大幅に拡大 YoY 30%増

(コンプライアンス, データウェアハウス)

• リスク・プロファイル

– DBバージョンがサポート終了を
迎えている（61%が未サポート）

– サーバのH/W資産が古くなっている（59%保守切れ）

– アプリケーションベースのアカウント管理コントロール

– 複雑で手作業が多く、問題が発生しやすい
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• ワークロード・プロファイル

– 3分の2以上のデータベース資産でノンクリティカル
なデータベースワークロードを実行

– 資産の60%以上
が本番環境
ではない

• サービス・プロファイル

– データベースサーバの
プロビジョニングに14週間、
データベースだけでも2週間
かかる

– 部門毎に異なるデータベース
プロセスとツールを使用

– 一般的なプロビジョニングワークフローに
22以上の手順/受渡し方法が要求される

某グローバル金融業お客様：データベースのシステム状況

Requestor Plat form Services 

Compute

• Rack server

Request  server, storage

• Install OS

• Conf igure storage

• Other 

conf igurat ion
Raise Database request

• Hardware type

• OS type and conf ig

• Storage type, layout

• Other base 

conf igurat ion

• Database type

• DB conf igurat ion

• DB layout

• Users, privileges, roles

• Install DB

• Conf igure DB

• Layout  DB

• DB User

conf igurat ion
Request  DB Data ref resh

• Source and target  DB • Dump and load DB

~1
4 

W
EE

K
S

Raise Access request
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どのシステムのコストを削減すべきか？
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DB統合の最初のターゲットどのデータベースから統合すべきか

• ノンクリティカル
–小規模システム
部門管理システム など

–開発・テスト環境

–簡易情報分析

• ビジネス・クリティカル
–本番稼動環境

–企業の事業を支える基幹システム

–大規模OLTP／DWHシステム
（データ量、トランザクション量）

–顧客対面／インターネット・システム

60%40%

一般的な企業内システムの分類

ノンクリティカル ビジネス・クリティカル

～70%

30%～

60%超のノンクリティカルな
システム群を効率的に
統合・集約することで
コスト削減を実現

ビジネス・クリティカル
の統合・集約は
慎重に行う
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従来のデータベース統合手法

9

統
合
密
度

DB

App App App

スキーマ スキーマ スキーマ

OS

DBDBDB

App App App

OSHypervisor

DBDBDB

App App App

OS

仮想マシンによる統合
（H/W共有）

複数インスタンス
（H/W, OS共有）

スキーマ統合
(H/W, OS, DB共有）

サーバーの共有 サーバーと OS の共有 サーバー、OSおよび DB の共有

OS OS
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スキーマ統合の難しさ

1. スキーマ名、オブジェクト名が重複しないように考慮

2. セキュリティ（権限分掌、暗号化）の担保

3. バックアップ・リカバリの独立性の確保

4. スキーマ間でのリソース制御

5. パッチ適用タイミングの調整

6. テスト・開発環境のクローニング

10
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データベース統合(Oracle Database 12c)
マルチテナント・アーキテクチャ: データベースの統合をより簡単に

11

統
合
密
度

CDB

App App App

PDB PDB PDB

OS

DBDBDB

App App App

OSHypervisor

DBDBDB

App App App

仮想マシンによる統合
（H/W共有）

複数インスタンス
（H/W, OS共有）

Oracle Multitenant
(H/W, OS, DB共有）

サーバーの共有 サーバーと OS の共有 サーバー、OSおよび DB の共有

OS OS OS
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メモリとバックグラウンドプロセスは共有
 1つのコンテナDB(CDB) に複数の仮想DB(PDB) を構築
制御ファイル、REDOなどの管理要素も共有するため
リソースを効率的に共有

運用管理はデータベース単位で
アップグレード、バックアップなど（PDB毎でも可）
パッチ適用はCDB

システムは PDBごとに稼働
 1つのデータベースに複数作ることができる
アプリケーション、データベースに変更は不要

移動、コピー、環境作成などは簡単なコマンドで実施
できる

データベース

Oracle インスタンス

システム・グローバル領域

プロセス群

制御ファイル、アーカイブ REDO ログファイル

データファイル、REDO ログファイル

PDB : ERP
データファイル

PDB : CRM
データファイル

PDB : DWH
データファイル

全体の可用性・耐障害性
 RAC構成に対応
スタンバイ（Data Guard）構成に対応

13

マルチテナント・アーキテクチャ
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データベース関連ファイル

14

CDB

CDB$ROOT

制御ファイル

REDO ログ
ファイル

アーカイブ
REDO 

ログファイル

PDB 2

データファイル

SYSTEM SYSAUX USERS TEMP

PDB$SEED

データファイル

SYSTEM SYSAUX TEMP

データファイル

SYSTEM SYSAUX USERS TEMP UNDO

データファイル

SYSTEM SYSAUX USERS TEMP

PDB n

・・・

PDB 1

データファイル

SYSTEM SYSAUX USERS TEMP

マルチテナント・コンテナ・データベースの物理構造
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マルチテナントアーキテクチャの特徴

• データベースの迅速なプロビジョニング

• データベースの移動

•多数のデータベースをまとめてパッチ適用

•多数のデータベースをまとめてバックアップ

• Share の概念を用いたリソース制御

15
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データベースの迅速なプロビジョニング
コピーまたは unplugと plug による作成

CDB

CDB$ROOT

既存の PDB をコピー
2

シードをコピー
1

Non-CDB
(従来DB)Non-CDB を plug

3

CDB

PDB を unplug して plug
4

16
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開発/テスト環境としてマルチテナントを適用
高速かつ柔軟なプラガブル・データベースのスナップショットとコピー

開発向けコンテナ・データベース

17

本番向けコンテナ・データベース

GL
開発

GL
本番

AP
本番

GL 開発
マスター

GL 
(開発2)

GL 
(開発1)

※スナップショット・コピーは、Oracle Exadata, ZFS, 
ACFS（ASM Cluster File Systems）等の限定機能

スナップショット

スナップショット

マスキング
＋クローン
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CREATE PLUGGABLE DATABASE <NEW_PDB> FROM <SOURCE_PDB> SNAPSHOT COPY;

スナップショットを利用したクローニング

• スナップショットを用いたPDBのクローニングはDB 12.1.0.1から利用可能

• コピー・オン・ライト方式により作成時はブロックへのポインタのみを記録
–短時間でのクローニングが可能

–必要なディスク容量の削減が期待できる

• データ更新時には、更新を実行する前に
該当ブロックをスナップショット領域へコピー

•開発やテスト環境でのPDBクローニングに便利
– PDBの利用期間が短いが多くのクローンが必要、

またデータの変更が少ないような場合

18

PDB1

スナップショットに
よるクローニング

スナップ
ショット領域

PDB2
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クラウドに対応するOracle Multitenant
プラガブル・データベースの可搬性 –クラウドへの容易な移行

19

クラウド上のコンテナ・データベースオン・プレミスのコンテナ・データベース

GL
開発

GL
本番

AP GL 開発
マスター

GL 
(開発2)

GL 
(開発1)マスキング

＋クローン

Oracle DB Cloud

スナップショット

スナップショット

Private DB Cloud

ハイブリッド
クラウド構成

Oracle DB Cloud（Public Cloud）とのハイブリッド
構成にすることにより、H/Wコスト、S/Wコスト、

運用コストの低減が可能
※利用期間が限定される開発環境など対象

Enerprise Manager – Cloud Control
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CDB（12.x）

Oracle Multitenantによるアップグレード
一括アップグレードも段階的なアップグレードも可能

20

一括アップグレード
Container Database

（12.1）

12.1

PDB1

12.1

PDB3

12.1

PDB2

CDB（12.x）

12.x

PDB1
12.x

PDB2

12.x

PDB3

Container Database
（12.1）

12.1

PDB1

12.1

PDB3

12.1

PDB2

CDB（12.1）

12.1

PDB1
12.1

PDB2

12.1

PDB3

Container Database
（12.1）

12.1

PDB3

12.1

PDB2

CDB（12.1）

12.1

PDB2

12.1

PDB3
段階的アップグレード

高いバージョンのCDBに移動（plug）後、

各PDB単位でデータベースのアップグレード

スクリプトを実行する必要があります
Unplug / Plug またはクローン

12.1

PDB1
12.1

PDB1
12.1

PDB1

12.x

PDB1
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アプリケーション・レベルでの時間指定のリカバリ

21

PDB3PDB2

CDB （開発・テスト環境）

PDB1

プラガブル・データベースごと
の Point-in-time リカバリ

1回でデータベース
全体をバックアップ

データベース全体の
Point-in-time リカバリ
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効率的なリソース管理の実現
管理対象である PDB の増減にも最低限の管理工数で対応

• share の設定を使用することにより、リソース割り当てを効率化
– plug あるいは unplug の際に、リソース割り当ての再計算が不要

– share の定義により、割り当てられるリソースの下限を決定

crm

pdb
erp

pdb
hrpdb

SEED

cdb

1 share 2 shares 1 share

リソース管理の設定後に plug した PDB 

には、CDB のリソース・プランに設定した
割り当てがデフォルトで適用される

HR と ERP が稼働している場合の割り当て
1

33% 66%

CRM を追加した場合の割り当て
2

25% 50% 25%

22
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迅速な分析用サンドボックス環境構築
本番に影響を与えずに即時に検証環境構築

23

DW

Product
Dimension

Order
Item Fact

Partitions Quarter
Dimension

Region
Dimension

Industry
Dimension

Order
Fact

Product
Dimension

Order
Item Fact

Partitions Quarter
Dimension

Region
Dimension

Industry
Dimension

Order
Fact

Quarter
Dimension

Region
Dimension

Industry
Dimension

Order
Fact

本番稼動データ・ウェアハウス 読み書き可能分析用サンドボックス

※スナップショット・コピーは、Oracle Exadata, ZFS, ACFS等の限定機能

Product
Dimension

Order
Item Fact

Partitions Quarter
Dimension

Region
Dimension

Industry
Dimension

Order
Fact

Quarter
Dimension

Region
Dimension

Industry
Dimension

Order
Fact

新たな索引の効果の検証や
スキーマ構造の変更テスト、
What-if分析の活用基盤等
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Quarter
Dimension

Region
Dimension

Industry
Dimension

Order
Fact

迅速なデータマート環境を構築
本番に影響を与えずに即時に検証環境構築
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DW

Product
Dimension

Order
Item Fact

Partitions Quarter
Dimension

Region
Dimension

Industry
Dimension

Order
Fact

Product
Dimension

Order
Item Fact

Partitions Quarter
Dimension

Region
Dimension

Industry
Dimension

Order
Fact

Quarter
Dimension

Region
Dimension

Industry
Dimension

Order
Fact Column Format

Order Fact

DB In-Memory

本番稼動データ・ウェアハウス 高速インメモリ分析データマート

スナップショット・コピーによる
インメモリデータマート構築
• すべてのデータまたはテーブル/

パーティションの一部を
インメモリ化

• データはデータベースレベルで
取得

一部のスキーマ構造を
使った高速インメモリ分析

※スナップショット・コピーは、Oracle Exadata, ZFS, ACFS等の限定機能
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独立性とマルチテナントの実現

迅速なプロビジョニング

セキュアかつ高い可用性

アプリケーションへの変更は不要

低い管理コスト

効率のよいリソース活用

性能と拡張性

IT コストの削減

次世代データベースによる統合
マルチテナントアーキテクチャ

25

DWHCRMERP

Container Database
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どのシステムのコストを削減すべきか？

27

どのデータベースのバックアップを統合するか

• ノンクリティカル
–小規模システム
部門管理システム など

–開発・テスト環境

–簡易情報分析

• ビジネス・クリティカル
–本番稼動環境

–企業の事業を支える基幹システム

–大規模OLTP／DWHシステム
（データ量、トランザクション量）

–顧客対面／インターネット・システム

60%40%

一般的な企業内システムの分類

ノンクリティカル ビジネス・クリティカル

～70%

30%～

60%超のノンクリティカルな
システム群を効率的に
統合・集約することで
コスト削減を実現

ビジネス・クリティカル
の統合・集約は
慎重に行う

バックアップ統合の
ターゲット
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データベースのバックアップ失敗原因

• 78% のお客様がバックアップ取得に失敗した経験がある

• 失敗原因の上位：「ユーザエラー」「多くのベンダーで異なる手順」

データベース毎に独自の手順が存在していることが原因

28

出典：Oralce Database and Data Protection Survey by Unisphere Research
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卓越した拡張性、多様な環境に対応
単一システムで、あらゆるバージョン/プラットフォームを統一した方式で管理

29

個別システム毎のバラバラな管理 Recovery Appliance での統一管理

Oracle 10g
Oracle 11g
Oracle 12c

EE/SE

Linux
Windows

Solaris
AIX

HP-UX
Windows

Linux

Solaris

AIX

HP-UX

EMC

IBM

HP

NetApp
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Zero Data Loss 
Recovery Appliance

30

従来のデータベース・バックアップ
を根本から革新
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従来のバックアップ装置はDB保護に適していない
定期的にファイルコピーを単にするだけでは、以下の課題が起こりえる

31

毎日のバックアップ・ウィンドウ

本番環境への大きな性能インパクト

フルバックアップはCPU, I/O, ネット
ワークを膨大に消費

データ損失のリスク

最後のバックアップ以降の全デー
タを失うリスク
(DBをマウントできなくなった場合)

例えば夜間バックアップだけでは
日中データを失うリスクがある

膨大なバックアップ・システ
ムの管理

拡張性に乏しいため、各DB毎に
バックアップ装置を個々に導入
し、管理/運用している

データベースを正常に復旧で
きないリスク

単にファイルコピーするだけで、DB
を意識しない状態で保管されている
ため、リカバリできないリスクがある
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Recovery Appliance が実現するユニークなメリット

32

バックアップ業務の影響を最
小化（フルバックアップは初回
のみ）

本番環境はデータ変更のみを転送
し、バックアップ業務はオフロード

データ損失をなくす

リアルタイム・ログ転送により迅
速なトランザクション保護を実現

卓越した拡張性、多様な環
境に対応

単一システムを柔軟に拡張し、
データセンター内の全てのデータ
ベースを容易に保護。各種OS/
バージョンに対応

データベース・レベルの確実
な復旧

エンドツーエンドの信頼性と可視
性、管理が可能。データベース・
フォーマット/ブロック・レベルでの保
証
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Zero Data Loss Recovery Applianceの全体機能概要

33

Recovery
Appliance
本番機

EM管理コンソール

Delta Push

• 増分バックアップ取得し、
Recovery Applianceに直接転送

• REDOを送信（任意）

Delta Store

• 受け取った増分バックアップを分解、索引付けし、
検査、圧縮をして格納

• 増分バックアップからフルバックアップを生成

Replication :
• DRサイトへの複製

Recovery
Appliance

災対サイト

バックアップから
開発環境を複製
（必要データ）

本番機

データ保護をメニュー化
• 定義したメニューから
保護対象DBに見合った

保護レベルを選択する

Autonomous 
Archive:
• テープへのコピー

クラウドスケール

• 数千もの保護DB
• 各種 OS/Version対応
• ペタバイトのデータも

保護可能
• 高価な Agentが不要
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Recovery Applianceは

• RMAN 増分バックアップと Data Guard のREDO転送

(適用は含まない) の機能を使って非常に多くのデータベース

(数千) を対象にしてバックアップを取得可能

•ブロック検査&圧縮済みのバックアップから、任意の時点に

高速(1度のリストア)に、リカバリすることが可能

34



Copyright © 2015 Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.  |

ハードウェア構成(1/2)
Base Rack からスタートし、ストレージを1台ずつ拡張していく

• Base Rack (最小構成)

– 2 x Compute Server
• 4 x 10Gb Ethernet ports / Server

• Dual 40Gb/sec InfiniBand ports / Server

• Dual-port 16Gb Fibre Channel for Tape Connectivity / Server (Option)

– 3 x Storage Server
• 12 x 8 TB (raw) 7,200RPM High Capacity Disk / Server

• Full Rack: 2 x Compute Server, 18 x Storage Server

35

ストレージ拡張

Recovery Appliance 
Base Rack
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ハードウェア構成(2/2)

• Step 1: Base Rack

– Exadata Quarter Rack 同一

– Compute 2台 + Cell 3台

• 実効容量：94TB

• Step 2: Storage Cell 追加

– Cell を1台づつ追加 (32TB)

– Full Rack: Cell 18台

• 実効容量：580 TB

• Step 3: Multi Rack

– 18 Rack まで接続可能

• 実効容量：約10PB

• InfiniBand 接続

• 複数世代の混在可

36
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ソフトウェア構成(1/3)
Recovery Appliance 内のソフトウェア

• Grid Infrastructure が構成される
– 2つの ASM Disk Group (+CATALOG, +DELTA)

– CATALOG：3重化、DELTA：2重化(default)

– Vote/OCR は +DELTA に配置される

•上記2つのDisk Group を使った
RAC データベースが1つ作成される
–受信したバックアップデータ(+DELTA)

–各保護DBのリカバリ・カタログ (+CATALOG)

–バックアップのメタデータ(+CATALOG)

37

DB Instance

process
process

process

カタログDB＋メタデータ
(+CATALOG)

バックアップ格納場所
(+DELTA)

バックアップ
セット
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ソフトウェア構成(2/3)
保護DB上に必要な追加ソフトウェア

•保護DBの$OH上に Oracle が提供する SBTライブラリ (libra.so) を配置

•バックアップ取得時の動作

– RMANによって起動された保護DB上のサーバープロセスが、指定された上記 SBTライ
ブラリを用いてバックアップデータをネットワーク越しに転送する

–バックアップを転送する特別なプロセスが起動するわけではない

38

RMAN> 

RUN {

ALLOCATE CHANNEL c1 DEVICE TYPE 'SBT_TAPE‘

PARMS="SBT_LIBRARY=/u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1/lib/libra.so,

ENV=(RA_WALLET='location=file:/u01/app/oracle/product/12.1.0.2/dbhome_1/dbs/zdlra

credential_alias=xxxxxxx:1521/zdlra:dedicated')";

BACKUP INCREMENTAL LEVEL 1 CUMULATIVE DEVICE TYPE SBT TAG ‘BCK_DBM01_20141111' database;

}

チャネル割り当て時に上記の
SBTライブラリを指定
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ソフトウェア構成(3/3)
Enterprise Manager Recovery Appliance Plug-in

•多数の保護DBのバックアップを
Enterprise Manager を使って管理

•必要なソフトウェア
– EM 12.1.0.4

– DB Plug-in 12.1.0.6

– Exadata Plug-in 12.1.0.6

– Recovery Appliance Plug-in 12.1.0.1

• Recovery Appliance 上の設定は、
DBMS_RAでも実施可能

39
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バックアップデータの転送
増分バックアップを転送

• フル・バックアップを送るのは初回のみ

– Image Copy 形式ではなく、Backup Set 形式

• 以降は永久に増分バックアップ（=Delta）を送る
（フル・バックアップは二度と不要）

• 2つの増分バックアップの間の変更データは、
REDO転送によって埋める
(Recovery Appliance上では送られてきたREDOは
アーカイブとして保持するだけで適用はしない)

40

A A A A A

B A A B B

B C A B C

時間

Lv0 Backup A A A A A

B B B

C C

9/1 AM 1:00 

A A A B B

B A A B C

Lv1 Backup

9/2 AM 1:00 

Lv1 Backup

9/3 AM 1:00 

REDO転送

REDO転送

Backup転送

Backup転送

Backup転送

Recovery
Appliance

switch

アーカイブ
REDOログ
ファイル

アーカイブ
REDOログ
ファイル

変更
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DB Instance

バックアップデータの転送
Near-Zero Data Loss Recovery REDO転送

• 通常のData Guard と同じ仕組みを使ってREDOを転送

• 違いはREDO送信元と受信先のDBの関係が”N:1”という点(Data Guardの場合は”1:1”)

41

Recovery
Appliance

(1) REDO転送

ログ
バッファ

NSA/
TTnn

DB Instance

RFS

Flash Storage Location(+DELTA)

保護DB

(2) 
Storage Location に
アーカイブして、
リカバリカタログに登録

アーカイブ
REDO Logs
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Delta Store の概要
ブロックを分解・検査・圧縮

• 送られてきたバックアップ・セットは、小さな単位（便
宜上”ブロック”と呼ぶ）に分解、索引付けする

• ブロックを検査、圧縮を行い格納

• 圧縮されたブロック単位で管理される

• 管理のための索引データ（メタデータ）は、Recovery 
Appliance上にあるカタログ・データベース上で保持
している

• メタデータを基に個々のブロックを寄せ集めて、フル・
バックアップ相当のもの（仮想フル・バックアップ）を
作り出せる

42

A A A A A

B B B

C C

Recovery
Appliance

A A A A A

B C A B C

B A A B B

#1 #2 #3 #4 #5

#6           #7 #8

#9           #10

Virtual Full #1 =
{#1,#2,#3,#4,#5}

Virtual Full #2 =
{#6,#2,#3,#7,#8}

Virtual Full #3 =
{#6,#9,#3,#7,#10}

カタログDB内の
メタデータ

分解
検査
圧縮

アーカイブ
REDOログ
ファイル

アーカイブ
REDOログ
ファイル
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+DELTA(実体)

バックアップ時の動作イメージ

A A A A A

B A A B B

B C A B C

時間

Lv0 Backup A A A A A

B B B

C C

Flash

A A A A A

B C A B C

B A A B B

A A A A A

B B B

C C

9/1 AM 1:00 
分解・検査・
圧縮

Virtual Full #1

Virtual Full #2

Virtual Full #3
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#1 #2   #3  #4   #5

#6                 #7  #8

#9              #10

Recovery
Appliance保護DB

A A A B B

B A A B C

Lv1 Backup

Lv1 Backup

REDO転送

REDO転送

Backup転送

増分Backup転送

増分Backup転送

ブロックの実体は
存在しない

分解・検
査・圧縮

分解・検
査・圧縮

Virtual Full #1 =
{#1,#2,#3,#4,#5}

Virtual Full #2 =
{#6,#2,#3,#7,#8}

Virtual Full #3 =
{#6,#9,#3,#7,#10}

-- POINT –
点線部分に相当する
メタデータを保持している

+CATALOG(メタデータ)

更新

9/2 AM 1:00 

9/3 AM 1:00 
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リストア・リカバリ時の動作イメージ
（例）9/2 PM 05:00 の時点にPoint in Time リカバリしたい場合

44

A A A A A

B A A B B

B C A B C

時間

9/1 AM 1:00 

A A A B B

B A A B C

9/2 AM 1:00 

9/3 AM 1:00 

A A A A A

B C A B C

B A A B B

A A A A A

B B B

C C

Virtual Full #1

Virtual Full #2

Virtual Full #3

#1 #2 #3 #4 #5

#6           #7 #8

#9           #10

Virtual Full #2 =
{#6,#2,#3,#7,#8}

1. Virtual Full #2  をリストア
 Block#6,2,3,7,8 を寄せ集めてリストアする

2. 9/2 01:00以降 9/2 05:00まで変更はアーカイ
ブREDOを使ってリカバリ

アーカイブREDO

アーカイブREDO

B A A B B ＋ B A A B C

日時 仮想フルバックアップ・ファイル名
--------- -------------------------

9/1 01:00 VB$_679461992_23321I

9/2 01:00 VB$_679461992_23350I  ★

9/3 01:00 VB$_679461992_23381I

+DELTA(実体) +CATALOG(メタデータ)
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テープへの2次バックアップ
テープへの2次バックアップも自動で行われる（任意）

• Exadata 構成にテープへの接続が追加されている

• 16Gb Fibre Channel Cardsを追加可能（オプション）

• Oracle Secure Backup がプリ・インストールされている

• Disk 上での保存期限を過ぎたバックアップはテープへと移動される

– 通常保護DBで実施するテープへのバックアップ処理を
Recovery ApplianceのCompute Server にオフロードすることができる

– テープへのコピー時には、通常のRMANのLevel 0, Level 1 バックアップ形式へ変換される

• 任意のタイミングでも、テープへ移動させることができる

• テープ上のバックアップは暗号化可能

• Recovery Applianceを介さずに、リストア可能

45
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One Way

Bi-
Directional

Hub & 
Spoke

Remote Data CenterLocal Data Center

• 遠隔地の Recovery Appliance 

へレプリケーションすること
で、災害/サイト障害へ対応

• ローカルもしくは遠隔地の
Recovery Appliance から直接
リストア可能

遠隔地へのレプリケーション

46
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RPO/RTO要件に基づくデータ保護＆バックアップ手法

目標復旧ポイント(RPO)

目
標
復
旧
時
間

(R
TO

)

秒

秒

日 ゼロ

日

分

ADG(同期)
ADG(非同期)

OGG

Recovery
Appliance汎用ストレージ

＋RMAN

RTOの違い

RPOの違い

目標復旧ポイント(RPO)

トラブル発生後どの時
点までデータを復旧で
きるようにするかの目
標時点

目標復旧時間 (RTO)

トラブル後に業務を復
旧させるまでの目標時
間

47

N:1

1:11:1
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Gold

Silver

Bronze

バックアップのライフサイクル
世代管理は不要、事前に定めた保護ポリシーに基づき不要ブロックは自動削除

• バックアップは保持期間などを設定して、取得から削除までのライフサイクルを適切に
管理する必要がある

• 可用性要件毎にポリシー(リカバリ・ウィンドウ、ディスク保持期間など)を定義し、デー
タベース毎にポリシーを適用する

48

ミッション・クリティカル
ディスク：30日、テープ：90日、Replication有

ビジネス・クリティカル
ディスク：10日、テープ：30日、Replication 無

テスト、開発
ディスク：6時間、テープ：なし、Replication 無

ポリシーの例
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REDO転送

仮想フルバックアップ

幅広いプラットフォーム対応

ほぼゼロ・データ・ロス
(最新データを守れる)

フルバックアップは1度
永遠に差分でOK

バックアップの世代管理が
不要

数千DBのバックアップ集約
バックアップ品質アップ

任意の時点にリカバリ
(ある断面でのステージング)

機能面 メリット

たくさんのデータベース・バック
アップの方式/装置/レベルが

バラバラ

データ量が多い、DB統合してい
て、ウインドウの確保が…

最新データは守りたいが、一部
のDBしか対応できていない

災害対策はテープだけしかでき
ていない

例えば…

Recovery Appliance利用によるメリット
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RPO=0（正確にはほぼゼロ）をバックアップ運用で実現可能
REDOログがリアルタイムに転送されているので最新状態までリカバリできる

50

Recovery Applianceの場合

取得済み 取得予定

Day1 
03:00

Day2 
03:00

REDOログはない
NAS上の
バックアップ

本番DB 日次バックアップ

現在時刻

本番DB
障害[*]

取得済み 取得予定

Day1 
03:00

Day2 
03:00

REDOログRecovery 
Appliance上の
バックアップ

現在時刻

本番DB
障害[*]

[*] オンラインREDOも全て
損失するような障害時

本番DB 日次バックアップ

REDO転送

①

従来型統合バックアップNASを利用する場合
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任意時点へPoint in Time リカバリ可能（DBの複製も可能）
「任意の時点に」「1回のリストア」でPoint in Time リカバリ可能

51

1. 週次Full＋日次増分 2. 増分更新バックアップ 3. Recovery Appliance

リストア回数 ×
Full 1回＋戻したい
地点までの増分N回

○ Full 1回 ○ Full 1回

任意の地点に
戻せるか

○ 戻せる × 戻せない ○ 戻せる

• Recovery Applianceは、「週次Full＋日次増分」と、「増分更新バックアップ」の良い点
を兼ね備えている

利用可能なユースケース

ある時点の本番データベースのバックアップを使って、ステージング環境にテスト用の
データベースを作成する

②
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フルバックアップが不要
一番最初の一度以降はフルバックアップが不要

52

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

稼働中

フ
ル

増分 増分 増分 増分 増分 増分

Recovery Applianceの場合

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

稼働中
増分 増分 増分 増分 増分 増分増分

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

稼働中

フ
ル

増分 増分 増分 増分 増分 増分

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat

稼働中
増分 増分 増分 増分 増分 増分増分

③

従来型統合バックアップNASを利用する場合
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フルバックアップが不要
統合バックアップ環境における回線ネックを解消

53

1.9TB＜約10TB (*)

*DBサイズの10%のデータに更新があると仮定

従来型統合バックアップNASを利用する場合 Recovery Applianceを利用する場合

19TB＞約10TB (*)

1Gbps

24時間8.1TB

フルバックアップ前提の場合、現行の1Gbpsのネットワーク
では3システムのバックアップデータが24時間以内に流れ切
らない
ネットワーク回線の増強が必須
(10Gbpsに増強してもバックアップ時間の調整必要)

Data 
Domain

Recovery 
Appliance

4TB

6.75TB

1Gbps

24時間

バックアップが必要なサイズ
(読取り専用, Tapeへの2次バックアップ除く)

XXX
(810GB)

XXX
(675GB)

XXX
(400GB)

増分バックアップ前提のRecovery Applianceの場合は、
現行1Gbps のネットワークでも十分に収まる

* 1Gbps の回線を24時間使って
転送できる最大データ量

* 1Gbps の回線を24時間使って
転送できる最大データ量

* 図中の面積=容量 * 図中の面積=容量

③
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【補足】
日次の変更データ量に関する調査結果

• データベースの1日のデータ変更量は、DBサイズの 6%-10%程度である場合が一番多
い（下図参照）

増分バックアップはフルバックアップの10分の1程度の時間で済む

54

出典：Oralce Database and Data Protection Survey by Unisphere Research
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Recovery Appliance vs. 旧来の世代管理

55
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Recovery Appliance vs. 旧来の世代管理

56

* インタビュー記事 http://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1506/10/news010.html

（週次フル＋日次差分）

http://www.atmarkit.co.jp/ait/articles/1506/10/news010.html
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管理者によるバックアップの世代管理が一切不要
世代管理のための運用手順、スクリプト作成・テスト、変更管理が不要

57

本番 backup

backup

Gold

Silver

Bronze

90日保管

30日保管

7日保管

D2Dバックアップの場合 Recovery Applianceの場合

ポリシーの例

各システムの管理者は、自身が管理する
DBを、定義済み（追加可能）のポリシーと
対応付けるだけ

Recovery Appliance内で、ポリシーを満たす上で
必要なブロックを自動的に管理しており、期限を
過ぎたブロックを破棄する

従来型統合バックアップNASを利用する場合

管理者が、上書き対象、削除対象、リストア
対象を考える必要がある
（間違えるとリカバリ不能となる）

本番

NAS

NAS上にファイルとして取得されたバック
アップの削除を定期実行

④
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データベースレベルの確実な復旧が可能
Recovery Applianceのリソースを使ってバックアップの健全性を確認している

58

FC-SW NW-SW

従来型NAS

RMAN> VALIDATE 

CHECKLOGICAL BACKUPSET 

DEVICE TYPE DISK;

CPU

95%

I/O FC-SW NW-SW

Recovery Appliance

CPU

本番DBサーバーのCPUリソース
を使って、NAS上のバックアップ
ファイルの健全性チェック

本番DBサーバーのCPUリソース
は使わない
Recovery Appliance上のリソー
スを使って健全性チェック

バックアップ用ネット
ワーク上のI/O(Read)
が発生する

バックアップの健全性チェッ
クは、Recovery Appliance内
で完結。チェック用ジョブはデ
フォルトでスケジュール済み

CPU

従来型統合バックアップNASを利用する場合 Recovery Applianceの場合

DB DB DB DB

⑤
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【補足】
リストア・リカバリ作業の課題に関する調査結果

• ほとんどのお客様がリストア・リカバリに失敗した経験がある

• 失敗原因の上位に“バックアップの破損”、“Hardware/SoftwareのBug”

取得したバックアップをチェックしていれば防げた可能性が高い

59

出典：Oralce Database and Data Protection Survey by Unisphere Research
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Zero Data Loss Recovery Applianceの全体機能概要

60

Recovery
Appliance
本番機

EM管理コンソール

Delta Push

• 増分バックアップ取得し、
Recovery Applianceに直接転送

• REDOを送信（任意）

Delta Store

• 受け取った増分バックアップを分解、索引付けし、
検査、圧縮をして格納

• 増分バックアップからフルバックアップを生成

Replication :
• DRサイトへの複製

Recovery
Appliance

災対サイト

バックアップから
開発環境を複製
（必要データ）

本番機

データ保護をメニュー化
• 定義したメニューから
保護対象DBに見合った

保護レベルを選択する

Autonomous 
Archive:
• テープへのコピー

クラウドスケール

• 数千もの保護DB
• 各種 OS/Version対応
• ペタバイトのデータも

保護可能
• 高価な Agentが不要
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本日お伝えしたいこと

•マルチテナントアーキテクチャ を利用することで、分散したデー
タベースをまとめ、データベースの運用管理にかかるコストを削減できる

•統合しきれないデータベースについても、

Zero Data Loss Recovery Appliance によって、多くのデータベー
スのバックアップ運用を1つにまとめることができ、より楽で高度なものに
できる
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ご質問・ご相談等ございましたら、
お気軽にお問い合わせください。

0120-155-096
（平日9:00-12:00 / 13:00-18:00）

http://www.oracle.com/jp/direct/index.html

各種無償支援サービスもございます。

Oracle Direct 検索

Oracle Direct
あなたにいちばん近いオラクル

http://www.oracle.com/jp/direct/index.html
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